
フィードバックレポート



4年⽬の開催となった今年は北は北海道、南は沖縄まで、全国43都道府県から史上最多
となる196件の応募がありました。より多くの⽅々が楽しめる観光づくりを意識したコ
ンテンツが増え、⽇本の観光が更に魅⼒的になっていることを嬉しく思います。

「インクルーシブな観光」というのは、何も特別なことではありません。多⾔語での情
報提供、障がいを抱える⽅やLGBTQ+の⽅、⼦ども連れ家族、⻝物アレルギーを持つ⽅
など多様な⽅々への思いやりを形にしたものです。また、環境や地域、そこで働く⽅々
に利益をもたらす持続可能な観光も重要な要素です。

このフィードバックレポートでは、以下の内容について紹介しています。

どういう視点で審査を⾏ったか
どうすれば改善できるのか
審査の中で発⾒した素晴らしい事例など

さらに良い観光、そして良い社会をつくるヒントに、ご活⽤していただき、
来年、さらに多くの「感動地」との出会いを楽しみにしています。
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旅⾏者が楽しめるか

DE&I の取組み
旅⾏者や働く⼈が、
⾃分らしくいられるか

サステイナビリティ
経済・社会公平性・環境など
持続可能な仕組みか

インバウンド
海外からの旅⾏者にも
選ばれるか
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世界に気づいてもらう努力ができているか
「⾔葉ができないから外国⼈対応はできない」— そんな時代は終わりました。AIの台頭や機械翻訳の精度向上によ
り⾔語の壁は低くなっています。何より、⾔葉の通じないコミュニケーションも旅の醍醐味の⼀つです。外国⼈向
けに新しい特別なことは必要ありません。まずはウェブサイトの英語ページをGoogle翻訳やDeepLを活⽤して作
ってみましょう。外国⼈が訪れたことによって、「逆輸⼊の観光コンテンツ」として国内での認知度も急増する可
能性も秘めていることは、忘れてはいけません。

価値の可視化ができているか
「問い合わせがあれば柔軟に対応します」という回答は、対応しない、もしくは対応する気がないと同義だと
お考えください。実際は素晴らしい対応をしていたとしても、それが⾒えなければ意味がありません。多様な
ニーズをもつ旅⾏者にどのような情報を提⽰すべきか？想像⼒をはたらかせて可視化ができている地域や事業
者は信頼され、結果、差別化となって訪問や予約へつながります。2

3

さらなる付加価値を提供しているか 
ツアーや体験アクティビティ、宿泊施設、⻝事など主要コンテンツの質が⾼いことは当然です。その場所で体
験するからこその価値や、旅⾏者⾃⾝が何らかの形で地域社会や地球へ貢献できること、新たな学びや発⾒、
挑戦の機会などが求められています。そしてその観光体験が、⾼齢者、⼩さな⼦ども連れ、障がい当事者やそ
の家族や友⼈、LGBTQ+コミュニティなど、多様な旅⾏者に対して提供するための⼯夫ができているか。それ
こそが、これからの観光が⽬指すべき付加価値だと私たちは考えています。1

多様な価値観が浸透してきた昨今、従来の観光における優れたサービスだけでは、
旅⾏者の本当に求める観光体験にはつながらず、観光事業者はアップデートを迫ら
れています。書類審査では、以下の３つの点を重要視していました。



⼊⼝の段差やスロープの有無、多⽬的トイレの様⼦など、旅⾏者が事前に確認して判断
できるよう、ウェブサイトやSNSに写真付きでアクセシビリティ情報を記載する

    ※対応不可の場合も、その理由とともに対応が難しいことを伝えましょう。

「バリアフリー情報」の特設ページやコーナーをウェブサイト内に設ける。難しい場合
は、FAQにアクセシビリティのセクションを設け、想定される質問に答えておく

体験アクティビティやツアーでバリアフリー対応が可能なのであれば、⾞椅⼦アイコン
などを表⽰し、旅⾏者に体験できることを伝える

施設に段差がある場合、折りたたみ式の簡易スロープ（電⾞の乗降時に駅員が使⽤して
いるもの）を購⼊し、周知する ※オンラインで2万円ほどで購⼊できます。

視覚や聴覚に障害を持つ⼈へのサポートも導⼊し、明記する
    ※過去に受け⼊れをした場合、その旨を明記したり写真があれば安⼼してもらえます。

施設の地図に多⽬的トイレの位置や⾞いすで通れるルートの記載を追加する

駅からの送迎サービス等がある場合、⾞椅⼦が乗れるかどうかの明記もしくは、
    ユニバーサルタクシーなどの⼿配が可能であることをHPで紹介する

FAQ欄に「障がいがあっても参加できますか？」などの質問を加え、細かく回答する

以下ご参照：
*観光庁：宿泊施設におけるバリアフリー情報発信のためのマニュアル（https://bit.ly/456P5ta）
*北欧の⼤⼿ホテルチェーン「Scandic Hotels」のチェックリスト（https://bit.ly/43XlP7g）
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https://bit.ly/456P5ta
https://bit.ly/43XlP7g
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1918年創業、島根県松江市の宍道湖畔にある⽼舗旅館
ながら、パブリックスペースや客室、温浴施設など 館
内の随所にバリアフリー対応を施している。ウェブサ
イトのトップナビゲーションにも「バリアフリー」と
⼤きく記載があり、誰にも優しい旅館であることが⼀
⽬でわかる可視化や質の⾼い情報発信を実施。また、
英語のページにおいても⽇本語同様の情報発信ができ
ている。

なにわ⼀⽔ 
島根県松江市
www.naniwa-i.com

「ゼログラヴィティ（無重⼒）」という名前の通り、
障害の有無にかかわらず、誰もが⼤切な⼈と⼀緒にマ
リンスポーツを楽しめる。宿泊施設、ボート、プール
も全てバリアフリー。誰がも体験を楽しめる⼯夫や努
⼒が当アワードの価値観と共鳴し、審査員の⼼に最も
深く響いた。  ジャパントラベルアワード2024のグラ
ンプリ受賞。

ゼログラヴィティ
⿅児島県瀬戸内町
https://zerogravity.jp

http://www.naniwa-i.com/
https://zerogravity.jp/
https://zerogravity.jp/
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HPやSNSなどの宣伝動画や写真に同性カップルやさまざまな形の家族を登場させる

HPやSNSなどの表現に配慮する ※"夫婦で過ごす" → "⼤切な⼈と過ごす"など、
    表現を変えるだけで当事者やLGBTQ+のアライが受ける印象は⼤きく変わります。

観光客の個⼈情報を収集する際は、性別欄を任意の回答にし、男性・⼥性以外の選択肢
を設ける ※意思表⽰を事前にすることで、お互い⼼の準備ができます。

旅⾏者の性別をなるべく想定せずに、「Mr.（ミスター）」や「Mrs.（ミセス）」などの敬
称を避ける

ジェンダーレストイレ（だれでもトイレ）があることを周知する

理解を深めるための社内研修を⾏う ※⾏っていることはウェブサイトなどで
    しっかりPRしましょう！

LGBTQ＋の⽅々も安⼼して訪問できるように、ウェブサイトに象徴的なレインボーフ
ラッグを掲載したり、Google Business で「LGBTQ フレンドリー」「トランスジェン
ダー対応」を表⽰する設定をする

ウェブサイト等に「多様性を⼤切にしています」など多様性に関する考えや独⾃の⽅針
を記載する

ロビーまたはチェックインデスクに⼩さなレインボーフラッグを置いたりする 
    ※旅⾏者は⾃分が尊重され、安全に過ごせることがわかります。
 （SNSで拡散してもらえるチャンスにもなります！）

多様な従業員を雇⽤する（性的指向、⼈種、宗教、年齢、能⼒、⾔語など）
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国籍、性別、年齢等に囚われず、ダイバーシティを尊重
する⼈が⾃由に交流し、イノベーションが⽣まれる空間
を⽬指す宿泊施設。ユニバーサルルーム、LGBTQ+コミ
ュニティ向けの独⾃プランや、ダイバーシティに絡めた
イベントを年間を通して数多く開催。それらの活動を
HPやSNS上で⽇本語と英語で発信されている。

ホテルパームロイヤルNAHA国際通り 
沖縄県那覇市
https://palmroyal.co.jp

「ダイバーシティーアイランド沖縄」の実現を企業理念に
掲げ、LGBTQ+、障がい者、⼼のバリアフリー対応を推
進。ウェブサイトやホテル内の装飾など、ホテル全体とし
てダイバーシティを啓蒙するための可視化がされている。
フロントには、宿泊客の⽬につく位置にレインボーフラッ
グがあるほか、HP上でもLGBTQ+フレンドリーホテルを明
記し、独⾃のページで情報発信を⾏なっている。

lyf Tenjin Fukuoka
福岡県福岡市
www.discoverasr.com/ja/lyf/japan/lyf-
tenjin-fukuoka

https://palmroyal.co.jp/
https://www.discoverasr.com/ja/lyf/japan/lyf-tenjin-fukuoka
https://www.discoverasr.com/ja/lyf/japan/lyf-tenjin-fukuoka
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⼩さな⼦ども連れにも対応した体験やツアーを提供し、ウェブサイトなどでわかりやす
く明記する

乳幼児連れ利⽤者に配慮した設備（ベビーベッド、ベビーチェア、授乳スペース等）を
取り⼊れる

SNSやウェブサイトに⼦連れや異世代、ペットが⼀緒にくつろぐ写真などを載せる

宿泊先及び複数のツアーを提供の場合は、⼦連れ向けのアクティビティ可否の表⽰する 

サイクリングなどのツアーの場合は、チャイルドシート付き⾃転⾞やトレーラーなどの
オプションを持ち、ウェブサイトなどでも掲載する

レストランや⻝事が含まれるツアーの場合は、お⼦様メニューや容器などを⽤意する

宿泊施設やツアーの待機スペースなどで、⼦どもが遊べるスペースを設けたり、
    ⼦どもが遊べる⼯夫をする

売店がある場合は、⼦ども向けのもの（おむつ、熱冷ましシートなど緊急時でも
    使えるもの）を⽤意する

⼩さな⼦ども連れに関する情報を、ウェブサイト上もしくはFAQに掲載する

ベビーカー、抱っこひもなどのレンタルをし、ウェブサイトやSNSで発信する

ペット可否を明確にする ※「ペット」が⽝以外でも何がOKか明確に記載

ペット可であれば、SNSやウェブサイトでペット連れの画像を掲載する
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2年連続で当アワード「ファミリー部⾨」を受賞した
ハッピーラフトでは、世界トップレベルとも⾔われ上
級者を魅了する吉野川で、3歳以上から参加できるフ
ァミリーラフティングツアーを提供。⼦ども向けの環
境保全ワークショップの実施や、ツアーに参加できな
い⼩さな⼦どもが遊べる待機スペースなど、家族が⼀
緒に素敵な思い出を作れる⼯夫がたくさん。もちろ
ん、HPやSNS上でも「可視化」されている。

HAPPY RAFT
⾼知県⼤豊町
www.happyraft.com

「自然と共に生きる・自然から学ぶ・自然を守る」の
観点から、宿泊体験、野外教育キャンプや様々なアク
ティビティと挑戦を通じて、子供から大人まで、自然
の楽しさと食べ物や命の大切さを学べる場を提供。⼦
連れファミリーにも優しく快適な宿泊施設を有する
「森の国 Valley」。⽇々の暮らしや⾃然との共⽣につ
いて考えるきっかけを、⼯夫を凝らしながら⼤⼈にも
⼦供にも提供している。

森の国 Valley
愛媛県松野町

https://morino-kuni.com/

http://www.happyraft.com/
https://www.happyraft.com/
https://hakuba.lion-adventure.com/
https://hakuba.lion-adventure.com/
https://morino-kuni.com/
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3E（= Environment/環境、Economy/経済、Equity/社会の公平性）を促す活動や
    アクティビティの提供 ※サステナビリティやSDGs ＝環境保護 ではありません。

3R (Reduce,/削減、Recycle/リサイクル, Reuse/再利⽤) の実施
 （⻝品ロスやプラスチック使⽤量の削減、 ごみの分別など）

観光客が参加することで地域や環境に貢献できるようなサステナブルツアーや
    アクティビティを提供

地域性のあるストーリーを、わかりやすく、共感しやすく伝える

ユニバーサルデザイン向上の取組を⾏う

ダイバーシティや持続可能性に配慮した運営や経営に関する⽅針を
    ウェブサイトやSNSで⽰す

理解・共感・参加しやすい「サステナブルファクター」が取り⼊れらた
    コンセプトを提供 

徒歩や⾃転⾞など環境に配慮した移動ができるサービス・ツアーの提供

地域の歴史・⽂化・価値観の理解を促進するツアーや体験の提供

地域の企業と連携し、地域のものを最⼤限に⾃社プロダクトに取り組む

プラントベース⻝事の提供
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沖縄恩納村にあるダイビングショップ。ダイビング
を楽しみながら、珊瑚の保護活動に参加できる。珊
瑚について学んだ後は、⾃分で作ったサンゴ苗を海
に植え付け。サステナブルな活動に興味があっても
なくても楽しめて環境保護に貢献できる。レスポン
シブル・ツーリズムの教科書のような魅⼒的な体験
が評価された。

沖縄ダイビングサービス Lagoon
沖縄県恩納村
https://www.lagoon-diving.com/

⽥歌舎
京都府南丹市美⼭町
https://tautasya.jp

⽇本の原⾵景の⾊濃く残る京都美⼭にて、⾃給⾃⾜を
⽬指す集団のライフスタイルや⾃然や動物との共存に
ついて、真正⾯から伝える体験。通年必要な⽶⾁野菜
の９割以上を⾃給し、施設の建物は全てセルフビル
ド。冬季の薪も⾃給し、⽔は100％湧き⽔の⾃家⽔道。
表⾯的でない持続可能性について深く学び、考えるき
っかけを旅⾏者へ与えていることが評価された。

https://zerogravity.jp/
https://www.lagoon-diving.com/
https://hakuba.lion-adventure.com/
https://tautasya.jp/
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⾃社ウェブサイトやSNSで、英語もしくはその他⾔語で情報発信を⾏う
    ※求められるのは「完璧な⾔語対応」ではなく「情報が事前に得られるかどうか」

⽇本語と英語サイトの情報量の乖離をなるべく減らす 
    ※アクセス・バリアフリー情報などの基本情報は、
       相違がないように努めましょう。

外国⼈にもコンセプトや背景を理解してもらえるための努⼒
    ※現地で⾔語を話す⼈や通訳がいない場合は、配布⽤の簡単な説明資料が
       あれば安⼼です。

外国⼈旅⾏者がローカルと繋がれる体験を提供する

施設内に外国語のパンフレットや、案内表⽰、サイネージを設置する

多様な宗教や⽣活習慣、⻝事に柔軟に対応できるための研修を実施する

公衆トイレの洋式化やキャッシュレス対応などの受け⼊れ態勢の整備

海外旅⾏客が閲覧するメディアやOTAなどに露出する

⼦ども相⼿にするような説明の仕⽅や注意をしない

外国⼈を積極的に採⽤し、共⽣しながらお互いが学べる環境を創る
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750年続く仏教の町・⼭梨県⾝延町にある宿坊体験。
宿泊者は、朝のお勤めなど宿坊ならではの体験や、精
進料理・和紙・硯・印鑑・表具・お茶などの様々な体
験が可能。ムスリムやヴィーガン・ベジタリアンの旅
⾏者向けへ⽇本語・英語・フランス語・中国語の独⽴
ページを持つなど、より多くの⼈に向けた情報発信も
⾏なっている。

宿坊覚林坊
⼭梨県⾝延町
https://kakurinbo.jp

⽇本で初めて廃棄物ゼロ宣⾔をした村・徳島県上勝町
で、⻑期にわたって地元の⼈たちと⼀緒に暮らすこと
で持続可能性について考えるきっかけを提供するホー
ムステイプログラム。地域住⺠と共に、持続可能な観
光プログラムをつくり、海外へ発信している。HPは
完全バイリンガルで、全ての情報が⽇本語と英語で掲
載。現地には⾔語対応が可能なスタッフが常住し、
SNSも英語での発信を常に⾏なっている。

INOW 
徳島県上勝町
https://inowkamikatsu.com

https://zerogravity.jp/
https://kakurinbo.jp/
https://hakuba.lion-adventure.com/
https://hakuba.lion-adventure.com/
https://inowkamikatsu.com/
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ファイナリストに選ばれた⼈も、選ばれなかった⼈も、
本レポートに記載のあった内容で、良いなと思ったこと、
すぐにできそうなこと、真似できそうなことがもしあれば
ぜひ取り⼊れてみてください。

観光に携わる皆様の「変化」が、社会をポジティブに
「変化」させると私たちは信じています。

観光をもっと良く。そうすれば、社会も良くなる。

ぜひ来年、アップデートされた感動地との出会いを
審査員⼀同楽しみにしております。

最後に




